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Key Note , The participants 
stressed that varieties should be considered as part of an integrated crop management system and 
that biotechnology and eco-technology should be given equal priority. Innovative and appropriate 
water management systems, including the Sawah ( ) system should be explored to maximize 
the high potential of Africa’s lowlands (http:www.wards.org/warda/newsrel-congress1-aug06.asp)
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科研、特別推進研究（2007－2011年度）の基本コンセプト(2010年3月時点)：
「水田エコテクノロジーによる西アフリカ緑の革命実現とアフリカ型里山集水域の創造」
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自力適地適田開発法と水田稲作技術の確立

水田開発を促進する土地制度の研究



図．アジアにおける1960-2005年の収量向上に貢献した技術の相対的寄与の推定
と今後50年の予測をサブサハラのアフリカと比較

（緑
の
革
命
の
三
要
素
技
術
の
相
対
的
寄
）1960年 2005

年
2050
年

1960
年

2005
年

2050
年

緑の革命の
三要素技術

農民の自助努力による
水田基盤の存在

アジア サブサハラアフリカ
1960-2005年の変化から予想される、2005-2050年の変化

緑の革命
実現の目安,
地域の平均
収量2.5t/ha

アフリカの統計
数値の不確かさ

灌漑技術

1億ha 1000万ha
2050年まで
の目標

水田
生態工学

アフリカの
緑の革命の
中心的技術

5

4

3

2

1

0

水田（Sawah=SUIDEN)仮説 (I)

アジア緑の革命は品種改良が牽引、アフリカは農民圃場の生態環境の改良がカギ。
問題はアジアの水田は数世紀あるいは千年の歴史的時間で整備されたが、

アフリカでは1世紀以内に完了する必要があること。
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